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新築や改修（耐震・バリアフリー・省エネ改修のうち、下表の要件にあてはまるもの）された住宅については、固定資産税の減額制度があります。�        

【注意】※土地についての減額はありません。※いずれの減額制度とも、適用を受けられるのは１戸につき１回のみです。
　　　※いずれの減額制度とも、他の減額制度との併用はできません。ただし、バリアフリー改修工事の減額と省エネ改修工事の減額は併用し
　　　　て適用を受けることができます。
■問い合わせ・申告の手続き　下仁田町役場　総務課　税務係　q８２-２１１１（内線３３７・３３８）�

下仁田町への定住を促進します下仁田町への定住を促進します下仁田町への定住を促進します
～定住促進奨励金制度について～

固定資産税　　～住宅に対する課税の減額措置について～

　下仁田町への、町外からの転入促進と町民の定住化を推進するため、町の区域内に住宅を新築し定住する方
へ支援を行います。

■   交付対象者
■町内に定住を目的として新築した住宅を取得した方。
①町内にお住まいの方は、申請者の世帯において下仁田町が賦課する全ての税金等並びにガス水道料金
等を滞納していない方
②町外から転入された方は、転入前の住所地において前述の税金等を滞納していない方
■新築した住宅が共有の場合の交付対象者は、代表者とします。

■   支援金額
■交付金額は、２５万円とし固定資産税が課税されることとなった当初の年度に一括交付します。

■   注意
■定住とは、町の住民基本台帳に記録され、定住の意思を持って５年以上継続して下仁田町を生活の拠点と
し、生活の実態をもつことをいいます。
■虚偽の申請などがあった場合は、奨励措置が取り消され全額返還となります。

■   手続き・問合せ先
■奨励金の対象者（平成２４年中に新築し、平成２５年度から新たに固定資産
税が賦課される住宅取得者）には、企画財政課から平成２５年６月以降に案
内等をさせていただきます。

　■企画財政課　企画調整係（内線５１２）

新築住宅
改修による減額措置�

耐震改修

◎昭和５７年１月１日以前に建築された住宅
　（居住部分の割合が２分の１以上）�

◎平成１９年１月１日以前に建築された住宅
　（居住部分の割合が２分の１以上）�

◎平成２０年１月１日以前に建築された住宅
　（居住部分の割合が２分の１以上）

◎平成１９年４月１日から平成２８年３月３１日
　までの間に、次のいずれかの改修が行
　われたもの。
　●通路又は出入口の拡幅
　●階段の勾配の緩和
　●浴室の改良●便所の改良
　●手すりの取付●床の段差の解消
　●出入口の戸の改良
　●床表面の滑り止め化

◎平成２０年４月１日から平成２８年３月３１日
　までの間に、次の①の改修または①とあ
　わせて②～④の改修が行われたもの。
　①窓の改修（二重サッシ化等）
　②床の断熱改修
　③天井の断熱改修
　④壁の断熱改修
　※いずれも外気等と接するものの工事
　に限ります。
　※現行の省エネ基準に適合すること。

◎次のいずれかの人が居住していること。�
　●６５歳以上の人
　●介護保険法の要介護認定又は要支援
　　認定を受けている人
　●障害のある人

住宅部分の床面積の１００㎡まで� 

３分の１

住宅部分の床面積の１２０㎡まで� � 

２分の１

住宅部分の床面積の１２０㎡まで�  

３分の１

翌年度分が減額翌年度分が減額 翌年度分が減額

改修工事完了後３ヶ月以内�       

◎耐震改修に要した費用が５０万円を超えるものであること。（平成２５年３月３１日までに、改修に係る契約を締結した場合は３０万円以
　上であること。）※費用は、補助金等を除く自己負担額     

◎平成１８年１月１日から平成２７年１２月３１
　日までの間に工事が完了したもの。
　※建築基準法に基づく現行の耐震基準
　に適合する耐震改修であること。

バリアフリー改修 省エネ改修（熱損失防止改修）

◎専用住宅や併用住宅（居住部分の割合
　が２分の１以上）�

◎床面積要件　５０㎡（一戸建以外の貸家
　住宅にあっては４０㎡）以上２８０㎡以下 

◎一般住宅�
　新築後３年度分（３階建以上の中高層　
　耐火住宅等は５年度分）

◎長期優良住宅�
　新築後５年度分（３階建以上の中高層耐
　火住宅等は７年度分）

新築した年の翌年の１月３１日まで� 

住宅部分の床面積の１２０㎡まで� 

２分の１� 

区分

減額範囲

申告期限

減額割合

減額期間

要件
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まちかど子育て会議IN下仁田まちかど子育て会議IN下仁田

日本遺族会よりお知らせ日本遺族会よりお知らせ
　日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の参加者を募集しています。
同事業は、厚生労働省から補助を受けて実施しており、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、
戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同地域の住民と友好親善をはかることを目的としています。
費用は参加費として９万円です。日程等の詳細は、日本遺族会事務局０３-３２６１-５５２１までお問い合わせください。
お申し込みは、お住まいの各都道府県遺族会（群馬県遺族の会　q０２７-２５５-６１４７）まで。

大切なご家族を自死でなくされた方のために大切なご家族を自死でなくされた方のために
　大切な人を亡くした時、眠れない…人と会いたくない…食欲がない…自分を責める…死にたい…など、ここ
ろやからだ、行動に色々な変化が起こることがあります。突然の悲しみからあなたを守る自然な反応といえます
が、つらい症状が長引くときは、医療機関等に相談することをお勧めします。

遺族相談～こころのやすらぎを取り戻すためのお手伝い～

※ご家族を自死で亡くし、相談をお受けになった方を対象に遺族交流会も行っています。

日 　 時
場 　 所
費 　 用
申込方法

毎月１回
群馬県こころの健康センター
無料
事前にご予約ください

お申し込み・お問い合わせ先
群馬県こころの健康センター
住所：前橋市野中町３６８
電話：０２７－２６３－１１５６

〈実施地域〉（広域地域）
①旧満州

④旧ソ連

⑦東部ニューギニア（１次）

⑩ソロモン諸島�

⑬台湾・バシー海峡

⑯フィリピン（２次）

（特定地域）

①ビスマーク諸島

②西部ニューギニア

⑤中国（１次）

⑧ボルネオ・マレー半島

⑪フィリピン（１次）�

⑭東部ニューギニア（２次）

⑰中国（２次）

②西部ニューギニア

③アッツ島

⑥マリアナ諸島

⑨トラック・パラオ諸島

⑫ミャンマー・ベトナム（１次）

⑮ミャンマー・インド（２次）

③マーシャル・ギルバート諸島

　幼児の生活を充実させ、心の成長をはぐくむための大人の在り方につい

て考えたり話し合ったりすることにより、家庭教育の充実を図ることを目的と

する「まちかど子育て会議」を開催します。

　また、保健センター２階(旧社会福祉協議会)に「親子サロン　かるがも広場」

ができました。５月７日(火)から利用開始されております。まだご利用されて

いない方も多いと思います。お披露目も兼ねての開催となっています。

　保育園、小学校低学年の保護者、未就園児の保護者、祖父母の皆様、

どうぞお誘い合わせてお出掛け下さい。

日　時　平成２５年７月１２日(金)　午前１０時～午後１２時

会　場　親子サロン　かるがも広場(保健センター２階　旧社会福祉協議会)

テーマ　「子育て　楽しいよ」　　幼児教育センター　�橋　恵津子　先生

主　催　群馬県総合教育センター

共　催　下仁田町

問い合わせ先　健康課　福祉係　　q８２－２１１１(内線３２６)
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問い合わせ先　富岡市消費生活センター　富岡市富岡１４３９-１　あい愛プラザ２階　q６３－６０６６

消費生活 Q A&&
＜注文していない健康食品が送られてきた！＞

電話勧誘や訪問販売では、断った人への再勧誘は禁止されています。強引な勧誘等があれば
消費生活センターに相談してください。

センターからのアドバイス

Ｑ．「以前に注文のあった健康食品を送る」と電話があった。「注文した覚えはない」と伝えると「確かに注
文している。録音をとっている」と凄まれた。注文していないので商品は送らないよう言ったら、一方的
に電話を切られた。
　業者の連絡先等がわからないが、何か送られてきたらどうすればよいか。
Ａ.健康食品の電話勧誘販売で、申し込んでもいないのに、強引に商品を送ると言われたという相談が急増
しています。契約していないので、商品を受け取る必要もありませんし、代金の支払い義務もありません。
何か送られてきたらどこから届いたのかを控えておき、受取拒否（宅配業者に受取らない旨伝える）をし
てください。受取拒否をした後に「何故送り返したのか。代金を払え。」という電話をしてくる悪質な業
者もあります。

　「申し込んだだろう」と電話で言われ、断りきれずに承諾した場合でも書面を渡されてから８日間はクー
リング・オフができます。このような業者は書面を渡しておらず、販売方法にも問題があるので８日間を
過ぎても解約できるケースがあります。消費生活センターに相談してください。

　本年も労働保険の平成２４年度確定保険料と平成２５年度概算保険料の申告納付の手続きが近づいてい
ますが、平成２５年度の年度更新の申告・納付は６月１日から７月１０日までの期間となっております。
　労働保険料等申告書がお手元に届く時期が６月１日頃となりますので、ご注意のうえ、手続きをいただき
ますようお願いします。
　ご承知のように、労働保険は、労働者の業務上の事由、または通勤による負傷・疾病などに対して必要な
給付を行う労災保険と、労働者が失業したときに一定の給付を行う雇用保険を総称したもので、この申告・
納付を怠りますと保険制度の円滑な運営に支障を来たすことにもなりますので、できるだけお早めに手続
きをお済ませください。
　なお、石綿（アスベスト）健康被害救済のための一般拠出金の申告・納付も労働保険に併せて申告・納付
をお願いいたします。
　また、労働者を雇用している事業主の方で、まだ労働保険の加入手続きがなされていない場合は、最寄
りの労働基準監督署及び公共職業安定所にて至急手続きをお済ませください。
　平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日の間で、労働者を雇わなくなり今後労働者を雇入れる予定がな
くなった場合や事業を行わなくなった場合には、労働保険の確定申告を行う必要がありますので、忘れず
に申告をお願いします。
　なお、申告・納付はパソコンからの電子申請を利用されますと便利です。詳しくは年度更新申告書の封
筒に同封する【申告書の書き方】または厚生労働省、群馬労働局のホームページをご覧ください。

事業主のみなさまへ労働保険の年度更新のお知らせ

「６月１日（土）から７月１０日（水）」までの期間です。
平成２５年度の申告・納付は

問い合わせ先　群馬労働局総務部労働保険徴収室　℡０２７-２１０-５００１　ハローワーク富岡　q０２７４-６２-８６０９
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食べることは　生きること、人を良くすることです・・・食育シリーズ①

『下仁田町食育推進計画』を
作りました！！
　町民のみなさんのお宅に概要版は届きましたか。

　広報では、今後「食育シリーズ」として、食情報を配

信していきますので、紙面でお楽しみください。

　食育推進計画は、食育基本法をもとに、下仁田町の特性を活かした食育推進の方向性を示したものです。下

仁田町で生活し、活動している方々と行政とが一緒に作りました。

　「食」は生きるうえでの基本です。町民一人ひとりが食の大切さを見直し、健康で心豊かに生活していくこと

ができるように、家庭や学校、地域と行政とが力を合わせて、みんなで取り組んでいきましょう。

　計画期間は平成２５年度からの１０年計画で、５年間推進した後には中間評価を行います。

　具体的な内容は、町民の方に行った「食に関するアンケート」結果から課題が見つかったので、それを改善す

るために町民が自発的に取り組む行動、地域で取り組む行動をそれぞれ計画をたてて実行していきます。

　これらの課題改善に向けて、“野菜”に着目した取り組みを展開します。

　町内で活躍している各種団体と協力しながら、町民のみなさんが野菜を作ったり、野菜のことを学んだり、美

味しく食べたりできるような働きかけをしていきます。その結果として、健康な心と体が培われ、充実した食の

環境づくりができることを目指します。

　さあ、みんなでもっと“食べること”を楽しみましょう。

問い合せ先　健康課　保健環境係　（保健センター内）q８２－５４９０

　①食育に関心がない�　　　　　　　　　　②朝食を食べない�　　　　　　　　　③野菜が嫌い

　④野菜を食べる量が少ない�　　　　　　　⑤塩分のとりすぎ�　　　　　　　　　　⑥男性の肥満

　⑦こどものおやつの回数が多い�　　　⑧高齢者が食生活に不便を感じる�

今回わかった大きな課題は以下の８項目です。

『 食 』『 食 』『 食 』しもんたにしもんたにしもんたにしもんたに をおこそうをおこそうをおこそうをおこそう
下仁田こんにゃくイメージキャラクター 下仁田町商工会青年部のイメージキャラクター

生涯を通じた健全な食生活の実践と、食文化

の継承ができる人を育てることです。

　そのために、自分の食について考え、食に関

する知識と、食を選択する判断力を身に付け

ることが大切です。

食育とは？



ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）
下仁田町大字青倉１５８-1
q７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

自然史館の利用他
４月６～８日
４月２７～２８日
４月２８日　　　　

本宿陥没研究会
金剛萱遺跡研究会
古地磁気研究グループ

行事報告

行事予定

第４回惑星地球フォトコンテスト

現地観察会『大桁山』

４月１２日（金）下仁田町公民館の大会議室において、下仁田町更生保護女
性部会の方（１２０名）への出前講座を行いました。

４月２５日（木）秩父ジオパークの協賛団体でもある、ＮＰＯ秩父まるごと博
物館の方（２５名）がお越しになり、自然史館内と跡倉クリッペのすべり面を
見学されました。

４月２７日（土）東京都練馬区から約８０名の
教諭がお越しになり、コンニャクの手作り体験と、
青岩公園を見学されました

　日本地質学会主催の「第４回惑星地球フォトコンテスト」において、下仁
田自然学校運営委員をされている本多優二さんの応募された写真が特別
賞の「ジオパーク賞」に入選されました。この写真は、「一昨年開催された
体験教室で、ガイドが子どもと同じ目線にたって自然を満喫するというも
のを表現している」そうです。
　この写真が、ジオと人との関わりを表現したものとして高く評価され、
新設された「ジオパーク賞」の入選となりました。全国的なフォトコンテス
トで下仁田ジオパークを題材とした写真が入選したことを下仁田ジオパ
ークとしても大変うれしく思っています。
　なお今回入選された本多さんの入選作品につきましては、下仁田町自
然史館に掲示してあります。

日　　時：７月１３日（土）
　　　　　詳しい内容につきましては、ジオパーク推進室へお問い
　　　　　合わせください。
申し込み：ジオパーク推進室　q７０－３０７０
　　　　　※土日祝祭日も申し込みいただけます。

▲下仁田町更生保護女性部会

▲コンニャク手作り体験

▲大桁山

▲入選作品
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問い合わせ先　下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）　q７０－３０７０

※下仁田町自然史館では、午前９時から午後４時まで展示室を開放しています。ぜひお出かけください。

ネギとコンニャク・ジオパーク 山岳信仰の山「秋葉山」

※秋葉大権現信仰

　秋葉山周辺の山々にはもう一つの特徴があります。秋葉大権現の石宮のほか、山岳信仰が盛んであった山で、

多くの石造物が祀られています。西上州の山々は山容に特徴があることから、山岳信仰が盛んでした。特に兄倉山

（吉崎の御岳）、小沢岳、金剛萱、秋葉山、四ッ又山、日暮山（初鳥屋）、神成山（神農原）には多くの山岳信仰の石造

物があります。これらの多くは幕末から約１００年間の間に建立されています。これらの御嶽信仰を西上州に広めた

のは、秩父三峯神社で神道を学び、別当高雲寺で天台密教を学んだ普寛行者が普及した山岳信仰で普寛講とも言

われています。現在も本庄市にある普寛神社で引き継がれています。馬居沢の秋葉山も例外ではなく「仙人詰」

と言われる洞穴には普寛行者の像が祀られています。（下仁田町歴史研究会発表会資料より抜粋）

※山岳信仰

　秋葉山大権現は火坊、火伏せの神様で本社は静岡県浜松市にあり赤

石山脈南端（標高８６６ｍ）に位置する秋葉山本宮秋葉神社（秋葉大権現）

です。下仁田町でも秋葉山信仰が行われている所は他にもありますが、

地域を挙げてのお祭りはこの地、馬居沢が一番盛大に行っているようです。

昔から『地震・雷・火事・おやじ』と言われていますが、苦労して築きあげ

た家々を灰にしてしまう火災は今以上に恐れられていたことが、この秋

葉山信仰からうかがうことができます。その反面、地元の人は親しみをこ

めて「あきやさん」と呼んでいるそうです。

「富岡甘楽更生保護サポートセンター」が開設
　平成２５年４月１日より富岡市あい愛
プラザ３階に開設されました。
この施設は、富岡甘楽保護区保護司会
の活動拠点となる施設で、担当保護司
が常駐し、事務処理、更生保護に関す
る情報の収集・発信および資料の提供
基地として活動します。また、関係団
体との連絡連携、非行などの困りごと
相談にも対応します。
　より住みやすい地域づくりの一角を
担う「富岡甘楽更生保護サポートセン
ター」へお気軽にお声掛けください。
開所日および時間　月曜日から金曜
日（祝日を除く）午前１０時から午後４時
まで
問い合せ先
富岡甘楽更生保護サポートセンター
q６７－７７７０　　FAX６７－７７７１

法務大臣の委嘱を受けた保護司の組織であり、おもに犯罪や非行に陥っ
た人の更生を任務とし、地域の安全安心を築く「社会を明るくする運動」
を行っています。
富岡甘楽保護区保護司会は定数４８名で、富岡市・下仁田町・南牧村・甘
楽町の保護司で組織されている６０数年の歴史ある団体です。
現在、この地域における保護観察係属数は、犯罪や非行のピークであ
った１０年前に比べ３分の１に減少し平和な地域になってきています。

保護司会とは？
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

�５月３日〈金〉さくらの里で観光PRイベント（主催：観
光協会）が開催されました。こんにゃくや苗木（サトザク
ラ・ラズベリー・ブルーベリー他、計３００本）の無料配布
や野点が行われました。
　今年は天候にも恵まれヤエザクラが満開の時期を迎
えたため、たくさんの方が訪れました。

祝 100歳　おめでとうございます 総務大臣より感謝状贈呈

　４月２４日に満１００歳の誕生日を迎えた今井よしさ
んに町、町議会、町社会福祉協議会から慶祝状・祝金・
記念品などが贈られました。
　耳は少し遠くなったが、手紙や新聞をきちんと読
めてこの１００歳のお祝いをとても楽しみにしていた
とのこと。
　自分の用は自分で足せて友人との会話やご家族
との外出も楽しんでおられるとのことです。
心よりお祝い申し上げます。

　４月１７日〈水〉、長年行政相談員として活躍され
た金井静雄さんに対し、総務大臣より感謝状が贈呈
されました。当日は、町長同席のもと総務省群馬行
政評価事務所長により手渡されました。
　金井さんは４期８年にわたり、地域住民と行政機関
の橋渡し役である行政相談員として活躍されました。

「さくらの里」観光PRイベント開催
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　５月１３日下仁田町役場において、小井土重雄（下仁田

地区）さんへ、自衛隊群馬地方協力本部長および、高崎

地域事務所長立ち会いのもと、自衛官募集相談員の委

嘱書が交付されました。（任期２年）

　小井土さんは元自衛官であり、相談員としては今回で

７期目となります。その豊富な経験を活かし入隊希望者

への積極的な情報提供に努めていただきます。

自衛官になることに興味のある方、希望する方は気軽に

小井土さんに相談してください。

自衛官募集相談員委嘱

　小井土文雄さんは現在、下仁田町木材協同組合長と

群馬県木材組合連合会副会長を務めており、その長年の

木材業振興の功績が認められ、旭日双光章が授与されま

した。

　受章にあたり、小井土さんは「自然に囲まれた下仁田

町に暮らせ、木材業が経営できうれしい限り。また、受章

できたのは、家族の支えがあったからで、感謝している」

と話されていました。

春の叙勲　小井土文雄さんに旭日双光章

　下仁田町が東京都練馬区と災害協定を締結している

ことから、練馬区にある都立石神井公園で開催された「第

２６回照姫まつり」に参加しました。町のブースでは、町

職員により観光ＰＲとしてパンフレットの配布、特産品を

アピールしながら「下仁田ねぎ」や「こんにゃく」の関連

商品の販売をし、マスコットキャラクター「ねぎ坊」の登

場により、多くの来客者で賑わいました。

東京都練馬区「照姫まつり」で下仁田町
をＰＲ

お問い合わせ先　下仁田町大字下仁田５７２－５　（有）小井土タイヤ　　℡８２－３３６０
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　５月１９日（日）に神津牧場で「花まつり」が開催され、

ヤエザクラが満開の下、多くの来場者で賑わいました。

各種イベントが開催される中、牛の行列では一列になっ

て歩くジャージー牛を間近にみることができ、小さいお子

様からお年寄りの方まで大変喜んでいる様子でした。また、

名物のソフトクリームと牛串焼きは、行列が絶えることが

ないほどの人気ぶりでした。

神津牧場花まつり開催

　５月２０日（月）、天神平グラウンドゴルフ場（南野牧）にて、健

康増進の一環として国保グラウンドゴルフ大会が開催されまし

た。その成績結果は次のとおりです。（参加者１８７名）

●かくしゃく賞（８０歳以上）　　５９名

●ホールインワン賞　　　　　３７名

第１７回国保グラウンドゴルフ大会

①有権者は、ウェブサイト等（ホームページ、ブログ、ツイッターやフェイスブック等のSNS、動画共有サービス、
　動画中継サイト等）を利用した選挙運動が可能となりますが、電子メール（SMTP方式及び電話番号方式）を
　利用した選挙運動は引き続き禁止されています。
②候補者・政党等は、ウェブサイト等及び電子メールを利用した選挙運動が可能になります。
　（注）・選挙運動は、公示・告示日から投票日の前日までしか行うことができません。　
　　　 ・未成年者等は選挙運動をすることができません。
○詳しくは総務省ホームページをご覧ください。
　http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo s/naruhodo/naruhodo１０.html
○県選挙管理委員会ホームページも総務省の特集ページと併せ、ご覧ください。

【URL】http://www.pref.gunma.jp/０７/a４９１００２１.html
※詳しくは、広報７月号の選挙特集でお知らせします。
問い合わせ先　下仁田町選挙管理委員会（内線４０５）

夏に予定されている参議院議員通常選挙から、インターネットを使った選挙運動が
出来るようになります。

氏　名 地　区
優　勝 西　牧

西　牧
下仁田

29
35
36

3
1
1

5
9
8

広澤　聰
太田　よし江
諸星　由男

準優勝
第3位

1　打 2　打合計打数

▲（左より）諸星さん、太田さん、広澤さん

投
票
箱
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町民税・県民税の納税通知書を発送します 平成２5年度の町民税・県民税の証明書の発
行します　平成２５年度の町・県民税の納税通知書を６月１４日に発

送します。第一期の納期限は７月１日ですので、期限内の納
付をお願いします。
　なお、町・県民税を給与から天引きする給与特別徴収の
方には５月９日に勤務先の事業所宛に通知書を発送してい
ます。

　平成２５年度の町・県民税の課税証明及び非課税証明、平
成２４年中の所得証明を６月１４日から発行します。
なお、町・県民税を天引きする給与特別徴収の方については、
５月９日から税証明を発行しています。
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民公 館だより
平成25年6月1日発行 336号

【下仁田町公民館】
q82-3535  FAX82-5489

県
立
図
書
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

　
次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ

替
え
は
、７
月
１２
日（
金
）で
す
。

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

成
人
講
座
講
師
募
集
！！
　

　
文
化
の
創
造
の
た
め
に
手
助

け
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し

て
い
ま
す
。
お
料
理
や
手
芸
、そ

の
他
の
趣
味
の
物
づ
く
り
な
ど

教
え
ら
れ
る
方
、地
域
に
普
及

さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
連
絡
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
小
学
生
向
け
の
講
座
の
先
生

も
併
せ
て
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

（
簡
単
な
工
作
・
折
り
紙
・
物
づ

く
り
・
料
理
な
ど
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

初
心
者
向
け「
大
正
琴
教
室
」

参
加
者
募
集
中
で
す
！！

　
広
報
５
月
号
で
掲
載
し
た「
大

正
琴
教
室
」
で
す
が
、ま
だ
ま
だ

参
加
者
の
募
集
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆
期
日
　
６
月
７
日
・
１４
日
・
２１

日
、７
月
５
日
・
１２
日（
金
）　
全

５
回
　

◆
時
間
　
午
前
１０
時
〜
１２
時

◆
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３

階
　
大
会
議
室
　
　
　
　
　

◆
対
象
　
成
　
人

◆
定
員
　
２０
名（
先
着
順
）

◆
講
師
　
藤
井
　
恵
子
　
先

生（
東
京
都
）

（
公
民
館
で
毎
月
教
室
を
し
て
い

ま
す
「
琴
夏
会
」
）

◆
費
用
　
無
料

◆
持
ち
物
　
な
し
。

す
べ
て
先
生
が
用
意
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
・
申
込
み
　
下
仁
田

町
公
民
館
　
q
８２
‐
３
５
３
５

図
書
館
（
室
）
相
互
貸
借
に

つ
い
て

　
図
書
室
に
は
相
互
貸
借
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

町
に
い
な
が
ら
、提
携
し
て
い
る

１
３
７
館（
室
）の
市
町
村
や
学

校
の
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
頂
け
れ
ば
、

２
週
間
〜
１
ヶ
月
程
で
お
手
元

に
届
き
ま
す
。（
た
だ
し
、新
刊
の

場
合
は
、発
行
さ
れ
て
か
ら
３
〜

６
カ
月
程
経
過
し
な
い
と
届
き

ま
せ
ん
。）

大
変
便
利
な
制
度
で
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
読
み
に
な
り
た
い
本
が
あ
り

ま
し
た
ら
、ど
ん
ど
ん
リ
ク
エ
ス

ト
し
て
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
町
公
民
館
・
活
性

化
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー
ル

利
用
団
体
の
皆
様
へ

　
本
予
約
や
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、希

望
日
の
３
日
前
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

の
職
員
は
、通
常
、下
仁
田
町
公

民
館
内
に
お
り
ま
す
。

　
文
化
ホ
ー
ル
に
御
用
の
際
は
、

下
仁
田
町
公
民
館
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、
第
１
号
被
保

険
者
（
自
営
業
者
等
）
や
６５
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険

者
は
、
ご
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め

る
場
合
に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

�

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、将
来
、老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加

年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付
加
年
金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
や
多
段
階
免
除
な

ど
の
免
除
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
年
金
の
加
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
役
所
・

町
村
役
場
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�

○
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
方
に
は
通
知
や
電
話
に
よ
る
納

付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

�

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、

通
知
や
日
本
年
金
機
構
が
委
託
し
た
会
社
が
電
話
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち

ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。�

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

・
高
崎
年
金
事
務
所�

　
国
民
年
金
課（
q
０
２
７
・
３
２
２
・
７
７
３
１
）　

シリーズ

年 

金

図書室へ行こう
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身
体
障
害
者
巡
回
相
談

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者

募
集（
初
心
者
歓
迎
）

町
民
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

県
立
高
崎
産
業
技
術

専
門
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス（
体
験
入
校
）

の
ご
案
内
に
つ
い
て

　
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

▽
日
時
　
平
成

２５
年
７
月
３
日

（
水
）１０
時
〜

１２
時

▽
会
場
　
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
と

み
お
か（
富
岡
市
田
篠
１
３
３
０
）

▽
相
談
科
目
　
整
形
外
科（
補

装
具
判
定
等
）

▽
申
込
期
限
　
６
月

２１
日（
金
）

▽
予
約
先
　
健
康
課
福
祉
係 

内
線
３
２
６

　
相
談
会
場
に
は
、身
体
障
害

者
手
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
重
度
の
障
害

の
た
め
相
談
会
場
に
出
か
け
ら

れ
な
い
場
合
は
、自
宅
訪
問
も

行
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
６
月

２３
日（
日
）雨
天

の
場
合
は
翌
週

▽
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

▽
時
間
　
８
時

４５
分
開
会
式

▽
参
加
資
格
　
町
内
在
住
、在

勤
、在
学
者
、町
内
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
在
籍
者

▽
種
目
　
一
般
男
子
・一
般
女
子

（
い
ず
れ
も
中
学
生
以
上
）

▽
締
切
り
　
６
月

１４
日（
金
）

▽
申
込
・
問
合
せ
先
　
町
体
育

協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長
　
高

麗
宅
　
q

８２
ー
４
７
４
４

　
体
協
テ
ニ
ス
部
で
は
、次
の
日

程
で
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

最
近
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る

方
、何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
大
歓
迎

▽
日
程
　
６
月
か
ら

１０
月
ま
で

（
毎
週
木
曜
日
）

▽
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
９
時

ま
で

▽
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

▽
対
象
　
中
学
生
以
上（
た
だ

し
、中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

テ
ニ
ス
の
で
き
る
服
装
、ラ
ケ
ッ

ト
持
参

▽
講
師
　
み
や
ま
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
員
　
当
日
、途
中
か
ら
の
参

加
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
参
加
料
　
無
料

▽
問
合
せ
・
申
込
　
体
協
テ
ニ

ス
部
長
　
阪
本
　
q

８２
ー
２

１
１
１（
内
線
７
１
４
） 

　
今
回
は
、赤
城
山（
黒
桧
山
）

へ
の
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

　
友
達
や
家
族
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
　
６
月

１６
日（
日
）午
前

６
時
出
発

▽
集
合
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

▽
参
加
費
　
大
人
３
、５
０
０

円
　
子
ど
も
２
、５
０
０
円（
保

険
料
・
写
真
代
・
入
浴
料
等
）

▽
定
員
　

４０
名（
先
着
順
）

▽
持
ち
物
　
雨
具
・
タ
オ
ル・
飲

料
水
・
弁
当
・
保
険
証
・
ビ
ニ
ー
ル

袋
等

※
ス
カ
ー
ト
・
革
靴
で
の
参
加
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
天
候
等
に
よ
り
コ
ー
ス
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
・
問
合
せ
先
　
町
体
育

協
会
山
岳
部
長
　
荒
木
宅
　

q
８２
ー
５
８
８
３

▽
日
時
　
第
１
回 

６
月

２２
日（
土
）

第
２
回 

７
月

２６
日（
金
）

第
３
回 

８
月

２３
日（
金
）

第
４
回 
９
月

２８
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
０
時

▽
会
場
　
高
崎
産
業
技
術
専

門
校

（
高
崎
市
山
名
町
１
２
６
８
）

▽
設
置
科
目
　
メ
タ
ル
技
術
科
・

機
械
技
術
科
・
住
ま
い
づ
く
り

科（
平
成

２６
度
新
設
科
）・
塗
装

シ
ス
テ
ム
科
・
自
動
車
整
備
科

▽
内
容
　
第
１
・
３
回
は
、最
新

鋭
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
に
よ
る
作

品
の
製
作
等
、１
日
の
参
加
で

５
科
中
２
科
の
体
験
が
出
来

ま
す
。

第
２
回
・
４
回
は
、見
学
型
の
体

験
入
校
で
、各
科
の
担
当
職
員

が
授
業
内
容
を
紹
介
後
、在
校

生
の
実
習
内
容
な
ど
を
見
学

で
き
ま
す
。（
詳
し
く
は
当
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
）

▽
参
加
特
典
　
各
回
と
も
自

作
し
た
作
品
を
お
土
産
と
し

て
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、見
学
型
の
体
験
で
は
、在

校
生
と
の
対
話
交
流
も
出
来

ま
す
。

▽
対
象
　
平
成

２６
年
度
、当
校

に
入
校
を
考
え
て
い
る
方

▽
申
込
・
締
切
日
　
各
開
催
日

の
前
々
日

１７
時
ま
で
、電
話
叉

は
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
０
２
７
ー
３
２
０
ー
２
２
２
１
、

http://w
w

w
.takatech.ac.jp

）

■下仁田町役場
■保健センター
■下仁田町公民館
■下仁田厚生病院
■荒船の湯
■ふるさとセンター
■下仁田町自然史館

82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070

q
q
q
q
q
q
q
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あ
な
た
も
看
護
師
と
一
緒
に
「
一
日

看
護
体
験
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
　
平
成

２５
年
７
月

３０

日（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
対
象
　
高
校
生

４０
〜

５０
名

▽
内
容
　
白
衣
で
記
念
撮
影
・

病
院
見
学
・
看
護
ケ
ア
体
験（
検

温
、清
潔
の
ケ
ア
な
ど
）

▽
実
施
施
設
　
公
立
富
岡
総

合
病
院
・
公
立
七
日
市
病
院
・

下
仁
田
厚
生
病
院
・
医
療
法
人

大
和
会
西
毛
病
院

▽
持
参
品
　
筆
記
用
具
・
上
履

き（
白
）・
髪
の
長
い
人
は
髪
を

ま
と
め
る
ゴ
ム
や
ピ
ン
、バ
レ
ッ
タ

等
・
ス
リ
ッ
プ
等
の
下
着
、肌
色

の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ（
女
子
の
み
）・ベ

ル
ト
、白
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
白
の
靴
下

（
男
子
の
み
）

▽
申
込
方
法
　
氏
名
・
学
校
名
・

学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
・
白
衣

の
サ
イ
ズ（
Ｓ・Ｍ・Ｌ・Ｌ
Ｌ・３
Ｌ
）

男
子
の
場
合
は
身
長
、ウ
エ
ス

ト
サ
イ
ズ
を
記
入
の
上
、往
復

ハ
ガ
キ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先
　
〒
３
７
０
ー
２
３

４
３
　
富
岡
市
七
日
市
６
４
３

公
立
七
日
市
病
院
　
看
護
部

山
田
美
智
子
ま
で
　
　

q
６２
ー
５
１
０
０

ＦＡＸ
６２
ー
５
２
１
１

▽
締
切
り
　
６
月

２９
日（
土
）※

応
募
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

調
整
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

▽
そ
の
他
　
白
衣
と
昼
食
は

当
方
で
用
意
し
ま
す
。

　
「
荒
船
の
湯
」で
は
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
の
送
迎
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

１５
人
以
上
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。【

１５
人
以
上

２８
人
ま
で
】

開
館
時
間
　
午
前

１０
時
〜
午

後
８
時

定
休
日
　
月
曜
日（
祝
祭
日
の

と
き
は
、そ
の
翌
日
）

利
用
料
金
　
町
民
３
０
０
円（
時

間
制
限
な
し
）

お
問
い
合
わ
せ
　
荒
船
の
湯
　

q
６０
ー
６
０
０
４

　　
ガ
ス
水
道
課
で
は
、計
量
法

に
定
め
ら
れ
た
検
定
有
効
期

間
が
満
了
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー

の
取
り
替
え
作
業
を
町
指
定

工
事
店
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
メ
ー

タ
ー
交
換
は
無
料
と
な
り
ま
す
）

▽
取
り
替
え
期
間
　
６
月

１３

日
〜
６
月

２６
日

▽
該
当
地
区
　
上
水
道
区
域

の
一
部

▽
問
い
合
わ
せ
　
ガ
ス
水
道
課

上
水
道
係（
内
線
４
２
４
）

　　
町
で
は
、ガ
ス
を
安
心
し
て

使
用
し
て
も
ら
う
た
め
、敷
地

内
の
ガ
ス
漏
え
い
検
査
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お
宅

へ
委
託
業
者
が
伺
い
検
査
を
し

ま
す
の
で
、ご
協
力
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

調
査
期
間
　
６
月
末
日
ま
で

対
象
地
区
　
大
字
下
小
坂
・
中

小
坂
・
青
倉
・
大
桑
原
の
一
部

委
託
業
者
　（
株
）ビ
ー
ジ
ー
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

問
い
合
わ
せ
　
ガ
ス
水
道
課（
内

線
４
２
３
）

　
群
馬
県
で
は
、介
護
保
険
法

に
基
づ
く
指
定
試
験
実
施
機

関
と
し
て
群
馬
県
社
会
福
祉

協
議
会
が
試
験
に
係
る
事
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
次
の
と
お
り
試
験

案
内
の
配
布
・
試
験
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、受
験
希
望
さ
れ
る

対
象
者
は
申
し
込
み
下
さ
い
。

▽
介
護
支
援
専
門
員
の
具
体

的
な
業
務

介
護
を
必
要
と
す
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
た
り
、

利
用
者
の
希
望
に
添
っ
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

を
作
成
し
た
り
、サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
た

り
し
ま
す
。

▽
主
な
対
象
者

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
い
ず
れ
か

の
分
野
で
５
年
以
上
の
実
務
経

験
が
必
要
で
す
。
筆
記
試
験
に

合
格
後
、所
定
の
実
務
研
修
を

修
了
す
る
と
介
護
支
援
専
門

員
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

▽
試
験
日
時
　

１０
月

１３
日（
日
）

▽
試
験
案
内
配
布
　
６
月

１４

日（
金
）か
ら

▽
試
験
案
内
配
布
場
所

下
仁
田
町
役
場
、富
岡
保
健
福

祉
事
務
所
、県
庁（
介
護
高
齢

課
・
県
民
セ
ン
タ
ー
）な
ど

▽
受
付
期
間
　
６
月

１８
日（
火
）

か
ら
７
月

１２
日（
金
）ま
で

▽
申
し
込
み
方
法

所
定
の
出
願
用
紙
に
よ
り
申

し
込
む（
郵
送
の
み
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
人
材
課

q
０
２
７
―
２
８
０
―
４
１
０
７

ＦＡＸ
０
２
７
―
２
５
５
―
６
０
４
０

▽
住
宅
種
別
　
定
住
促
進（
勤

労
者
）住
宅

▽
募
集
戸
数
　
１
戸（
平
成

２３

年
度
建
設
）

▽
間
取
り
　
１
Ｄ
Ｋ 

　
延
床
面

積
４
４
・
７
１
㎡

▽
家
賃
　
２
６
、０
０
０
円（
定
額
）

▽
駐
車
場
　
な
し 

▽
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費
　

月
額
３
、８
０
０
円

▽
資
格
　
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い

▽
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
受
付
日
時
　
６
月
３
日（
月
）

〜
６
月

１７
日（
月
）の
平
日

▽
平
日
　
午
前
８
時

３０
分
〜
午

後
５
時

１５
分

▽
入
居
予
定
　
６
月
下
旬

募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が
多

い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、入

居
者
全
員
の
所
得
証
明
書
等（
平

成
２４
年
分
）、納
税
証
明
書
、そ

の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書
類

▽
問
い
合
わ
せ･

申
込
先

産
業
振
興
課
土
木
管
理
係
　
内

線
３
４
２

お
で
か
け
く
だ
さ
い

都
市
ガ
ス
漏
え
い
検
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

下
町
住
宅
入
居
者
募
集

平
成

２５
年
度
群
馬
県

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
替
え
作
業

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

参
加
者
募
集
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サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・

２
０
０
０
万
サ
マ
ー
は

群
馬
県
内
の
宝
く
じ

販
売
所
で
！

西
毛
病
院
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

講
演
会
開
催

第
２
７
回
ヒ
ロ
シ
マ
に

学
ぶ
群
馬
子
ど
も

代
表
団
参
加
者
募
集

農
と
食
の
生
き
生
き

体
験
こ
ど
も
塾

（
小
中
学
生
）参
加
者
募
集

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
入
居
者
募
集

町
営
し
ら
か
ば
団
地

入
居
者
募
集

▽
発
売
期
間
　
平
成

２５
年
７

月
１０
日（
水
）か
ら
８
月
２
日（
金
）

▽
抽
選
日
　
平
成

２５
年
８
月

１３
日（
火
）

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

「
忘
れ
物
」や
「
認
知
症
」に
つ

い
て
の
知
識
を
深
め
ま
す
。

一
般
の
方
に
も
解
り
や
す
い
講

演
で
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成

２５
年
６
月

１３

日（
木
）　
午
後
２
時
〜
午
後

４
時

▽
会
場
　
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
　
無
料

▽
演
題
　
「
こ
れ
か
ら
の
認
知

症
医
療
」

▽
講
師
　
山
口
　
登
先
生（
聖

マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
神
経
精

神
科
学
教
室
教
授
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
西
毛
病
院
　

認
知
症
疾
患
セ
ン
タ
ー
　
　

q
６
３
―
８
１
２
０

▽
期
日
　
８
月
４
日（
日
）〜
６

日（
火
）

▽
行
き
先
　
広
島
市

▽
対
象
者
　
小
学
校
６
年
生

〜
中
学
３
年
生

▽
参
加
費
　
実
行
委
員
会
で

全
額
負
担

▽
定
員
　

１０
人
以
内（
県
全
体

で
２０
人
、申
込
み
多
数
の
場
合

は
選
考
）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月

１６
日（
火
）ま
で
に
、ハ
ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・

保
護
者
名
・
電
話
番
号
・
参
加

へ
の
決
意
を
記
入
の
上
、平
和

運
動
実
行
委
員
会
ま
で

q
６
２
―
０
２
０
３

　
群
馬
県
立
農
林
学
校
で
は
、

小
中
学
生
の
夏
休
み
課
外
授

業
の
一
環
と
し
て
、農
作
物
の
収

穫
や
、収
穫
し
た
野
菜
を
使
っ

て
調
理
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成

２４
年
８
月
３
日

（
金
）　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所
　
群
馬
県
立
農
林
学

校
　
農
村
婦
人
の
家（
高
崎
市

箕
郷
町
西
明
屋
１
０
０
５
）

▽
募
集
定
員
　
小
中
学
生
と

そ
の
保
護
者

１０
組（
保
護
者
の

方
は
原
則
１
名
ま
で
で
す
。）

▽
参
加
費
　
１
組
５
０
０
円（
材

料
費
）

▽
申
し
込
み
方
法
　
往
復
は

が
き
に
、住
所
、子
供
と
保
護

者
の
氏
名
、子
供
の
ふ
り
が
な
、

学
校
名
、学
年
、電
話
番
号
を

記
入
し
て
、農
林
大
学
校
研
修

部
あ
て
に
郵
送
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
※
参
加
者
が
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、抽
選
と
な

り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
期
間
　
平
成

２５

年
６
月

１７
日（
月
）〜
７
月

１９

日（
金
）必
着

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
立
農
林
学
校
　
研
修

部
就
農
支
援
係

〒
３
７
０
―
３
１
０
５
　
高
崎

市
箕
郷
町
西
明
屋
１
０
０
５

q
０
２
７
―
３
７
１
―
３
８
４

１（
直
通
）　

ＦＡＸ
０
２
７
―
３
７
１
―
６
９
６
８

▽
住
宅
種
別
　
町
営
住
宅

▽
募
集
戸
数
　
１
戸（
平
成
５
・

６
年
度
建
設
）

▽
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ 

　
延
床

面
積
６
１
・
２
８
㎡

▽
家
賃
　
４
５
、０
０
０
円（
定
額
）

▽
駐
車
台
数
　
１
台
　
月
額
１
、

５
７
５
円 

▽
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

月
額
３
、８
０
０
円

▽
資
格
　
扶
養
親
族
用
件
等（
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

▽
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
受
付
日
時
　
６
月
３
日（
月
）

〜
６
月

１７
日（
月
）の
平
日

▽
平
日
　
午
前
８
時

３０
分
〜

午
後
５
時

１５
分

▽
入
居
予
定
　
６
月
下
旬

※
募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が

多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、

入
居
者
全
員
の
所
得
証
明
書
等（
平

成
２４
年
分
）、納
税
証
明
書
、そ
の

他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書
類

▽
問
い
合
わ
せ･

申
込
先

産
業
振
興
課
土
木
管
理
係
　

内
線
３
４
２

▽
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

▽
募
集
戸
数
　
２
戸（
昭
和

５５

年
度
建
設
）▽
間
取
り
　
２
階

建
、和
室
　
３
Ｄ
Ｋ 

約
６０
㎡

▽
家
賃
　
１
３
、３
０
０
円
〜
２

１
、３
０
０
円
の
間（
所
得
に
応

じ
て
算
出
）

▽
駐
車
台
数
　
１
台
　
月
額
１
、

５
７
５
円 

▽
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

月
額
１
、３
０
０
円

▽
資
格
　
所
得
制
限
、扶
養
親

族
要
件
等

▽
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
受
付
日
時
　
６
月
３
日（
月
）

〜
６
月

１７
日（
月
）の
平
日

▽
平
日
　
午
前
８
時

３０
分
〜

午
後
５
時

１５
分

▽
入
居
予
定
　
６
月
下
旬

※
募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が

多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、

入
居
者
全
員
の
所
得
証
明
書
等（
平

成
２４
年
分
）、納
税
証
明
書
、そ
の

他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書
類

▽
問
い
合
わ
せ･

申
込
先

産
業
振
興
課
土
木
管
理
係
　

内
線
３
４
２

３７０－２３１６

富
岡
市
富
岡
３
７
６
―
５

県
教
職
員
組
合
甘
楽
支
部
内

平
和
運
動
実
行
委
員
会
　
行



16

法務省及び全国人権擁護委員連合会では、来る６月２４日（月）から同月３０日（日）までの一
週間を「子どもの人権１１０番強化週間として、いじめ、体罰、虐待など、子どもの人権に関す
る相談・悩みごとについての電話相談の取扱時間を延長します。
「子どもの人権１１０番」専用電話番号は

※携帯電話からも接続可能です。ただし、PHS・IP電話からは接続できません。
受付時間　月曜日から金曜日　　午前８時３０分から午後７時まで
　　　　　土曜日と日曜日　　　午前１０時から午後５時まで
対応は法務局職員と人権擁護委員が当たり、秘密は固く守ります。

全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間について

0120－007－110全国共通

６月の「保育園子育て応援事業」活動計画�
　「保育園子育て応援事業」は、在宅の３歳までの乳幼児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
�登録をされていない方は、事前に登録していただき、お誘い合わせてご参加ください。
�事業計画の対象児でなくても参加できます。

■問い合わせ先　　馬山保育園　８２－２３２３　　小坂保育園　８２－２１１６　　青倉保育園　８２－２５４９
　　　　　　　　　下仁田町役場　健康課福祉係　（内線３２５）

準備する
もの

保 育 園

会 場

実 施 日

時 間

対 象 児

内 容

講 師

馬山保育園

妊婦さんと３才児まで

リトミック講師　田中文華、蟻坂弘江
担当保育士　寒河江恵子

参加ご希望の方は事前にご連絡下さい。

６/２０（木）

１０：００～１１：００

運動の出来る服装で
お出かけください。

リトミック

乳幼児の育て方及び
在園児との交流

青倉保育園

６/１８（火）

１０：００～１１：３０

妊婦さん～３才

赤ちゃんマッサージはバスタオルを１枚ご用意下さい。
動きやすい服装でご参加下さい。

赤ちゃんマッサージ

親子ふれあい遊び

小坂保育園
保育園ホール 保育園内保育園内

６/２２（土）

１０：００～

１才～３才

歯科衛生士による歯みがき指導

歯ぶらし　・　コップ

歯科衛生士

家庭教育セミナー（保護者会主催）

　　　　　　●妊娠を予定または希望している女性及びその夫

　　　　　　●現在妊娠をしている女性の夫

　　　　　　①風しんワクチン３、０００円

　　　　　　②麻しん・風しん混合ワクチン（MR）５、０００円

　　　　　　平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日

　　　　　　※接種希望者及び４月以降既に接種され方も対象となりますので、

　　　　　　　保健センターへお問い合わせください。

【 対 象 者 】

【 助 成 額 】

【助成期間】

６月期の児童手当 ６月１０日（月）に各口座に振り込みますのでご確認ください。問い合わせ先　健康課福祉係（内線３２６）

風しん予防接種費用の一部を助成します！

問い合わせ先　保健センター　q８２-５４９０
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私
は
、い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
、い
つ
も
家
族
と
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
入
っ
て
、毎
日
の
よ
う
に
い
じ
め
に
関
す
る
問
題
を
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
で
、

見
た
り
、聞
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。み
な
さ
ん
は
、い
じ
め
に
つ
い
て
、家
族
や
友
人
た
ち

と
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人
の
身
に
な
っ
て
、考
え
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
い
じ
め
を
苦
に
自
殺
を
し
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
が
、た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
、世
の

中
の
人
た
ち
は
ど
れ
だ
け
親
身
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。い
じ
め

を
さ
れ
て
、自
殺
を
し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の
気
持
ち
は
、私
に
は
理
解
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、わ
た
し
が
い
じ
め
を
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、毎
日
楽
し
く
、学
校
へ
通

え
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。で
も
、い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
の
気
持
ち
に
な
っ

て
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
す
。

「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。」一
言
で
は
終
わ
ら
せ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
ほ
ど
、い
じ
め

を
す
る
人
た
ち
は
、残
酷
で
、ひ
ど
い
仕
打
ち
を
、何
も
抵
抗
で
き
な
い
人
に
向
け
て
、毎

日
毎
日
繰
り
返
す
の
で
す
。そ
れ
は
、殴
る
・
蹴
る
の
暴
行
、死
ね
、ウ
ザ
イ
な
ど
言
葉
の

暴
力
も
加
え
ま
す
。い
じ
め
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
た
び
に
、「
あ
な
た
た
ち
は
、人
間
な
の
。

人
間
の
す
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
。」と
心
の
中
で
叫
び
ま
す
。い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人
は
毎

日
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
暴
力
に
、体
中
が
青
あ
ざ
に
な
り
、精
神
的
に
も
、肉
体
的

に
も
追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、自
分
の
明
る
い
未
来
な
ど
は
想
像
で
き
ず
地
獄
の
よ

う
な
日
々
を
早
く
抜
け
出
し
た
い
、で
も
い
じ
め
が
止
ま
る
は
ず
も
な
い
。
死
ん
で
し

ま
っ
た
方
が
楽
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
私
は
、自
分
か
ら
命
を
落
と
す
な
ん
て
、と
て
も
怖
く
て
考
え
ら
れ
な
い
。け
れ
ど
、い

じ
め
が
原
因
で
自
殺
を
し
て
し
ま
う
ひ
と
た
ち
は
、自
分
か
ら
命
を
失
う
怖
さ
よ
り
、

い
じ
め
の
怖
さ
の
方
が
我
慢
で
き
な
い
ほ
ど
な
の
か
と
想
像
す
る
と
、わ
た
し
は
、と
て

も
か
わ
い
そ
う
に
な
り
、胸
が
切
な
く
、は
り
さ
け
そ
う
な
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
ぜ
自
殺
を
す
る
人
た
ち
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
家
族
や
学

校
の
先
生
方
、友
だ
ち
も
も
っ
と
親
身
に
な
っ
て
、で
き
る
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と
を
、み
ん
な
が
放
っ
て
お
か
な
い
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。い
じ
め
に
関
係
の
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、ど
う
せ
他
人
事
、と
思
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
し
、自
殺
し
て
し
ま
っ
た
人
の
こ
と
を
悪
く
言
う
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。で
も
、私
た
ち
と
同
世
代
の
人
た
ち
で
、い
じ
め
で
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
を
悲
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　
毎
日
の
中
学
校
生
活
の
中
で
、ち
ょ
っ
と
し
た
悪
ふ
ざ
け
や
、友
だ
ち
同
士
で
話
を
す

る
中
で
、自
分
の
知
ら
な
い
間
に
友
だ
ち
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

　
知
ら
な
い
う
ち
に
友
だ
ち
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
言
葉
を
言
っ
た
り
は
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

　
今
、全
国
各
地
で
い
じ
め
に
関
す
る
問
題
で
多
く
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま
す
。子
ど
も

た
ち
で
は
解
決
で
き
ず
、ひ
ど
い
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人
の
家
族
は
、警
察
に
被
害
届

を
提
出
す
る
例
も
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
今
年
上
半
期
に
全
国
の
警
察
が
摘
発
、補

導
し
た
、い
じ
め
が
原
因
の
も
の
は
、前
年
同
期
か
ら
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
そ

う
で
す
。小
学
生
や
高
校
生
よ
り
も
、中
学
生
の
い
じ
め
問
題
が
、は
る
か
に
多
い
と
言

う
こ
と
で
す
。

　
同
世
代
の
人
た
ち
が
い
じ
め
を
し
た
り
、さ
れ
た
り
す
る
の
は
、と
て
も
悲
し
い
こ
と

に
思
っ
た
と
思
い
ま
す
。み
な
さ
ん
の
通
う
学
校
は
ど
う
で
す
か
。み
ん
な
で
、い
じ
め
に

関
す
る
問
題
を
、他
人
事
と
思
わ
ず
、自
分
の
身
に
な
っ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
た

ら
、一
人
一
人
が
、思
い
や
る
気
持
ち
が
心
の
中
に
あ
っ
た
ら
、世
の
中
に
い
じ
め
が
少
し
で

も
減
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、人
に
対
し
て
優
し
い
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、毎
日
の
生
活
を
過
ご
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
掲
載
者
の
学
校
、学
年
は
平
成
２４
年
度
の
も
の
で
す

い
じ
め
の
問
題

下
仁
田
中
学
校
　
一
年
　
　
諏
訪
　
聖
奈

平
成
２４
年
度
人
権
尊
重
作
文
中
学
生
の
部
最
優
秀
作
品
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　町では、災害時に支援を必要とする要援護者の確認や地域の見守り支援活動に役立てることなどを目的に、地区
の民生委員による訪問調査を実施しています。
対象となる世帯　町内に居住する６５歳以上のひとり暮らし世帯の者およびふたり暮らし世帯の者
※同一敷地内に住んでいても、家族と食事など生活実態が異なる場合は調査対象となります。
調査時期　６月１日から７月３日
調査員　　地区の民生委員
調査内容

※地区の民生委員がわからない、調査時期に訪問がなかったなど調査に関することは健康課高齢者支援係までお問
い合わせください。

　下仁田高校のトレーニングルームを一般の方々に開放しています。
体力づくり、健康増進にご活用ください。
○使用できるもの
　ウエイトマシン、エアロバイク、ランニングマシン、バーベルなど
○対象
　下仁田町もしくは南牧村に在住の方または生徒保護者
○日時
　６月～７月の木曜日のうち、次の日（都合により開放できない場合
　もあります）
　６月　６日、１３日、２７日　７月　４日、１１日、１８日
○時間　１７：３０～１９：３０
　※２学期は校舎耐震工事のため、使用が難しい状況です。
○申し込み方法
　電話にて前日までに申し込みをして下さい。下仁田高校　q８２－３１２４（９：００～１７：００）　担当　平川

　地域に根ざし、信頼され、愛される開かれた学校づくり、さらには地域住民と「ふれ
あい」ながら学校が発展していくための「下仁田ふれあいアカデミー」事業の一環と
して図書館の一般開放を行います。

利用できる方　下仁田町・南牧村にお住まいの方
期　　間　平成２５年６月１２日(水)～平成２６年１月３０日(木)
　　　　　水曜日・木曜日(学校行事のある日と長期休業中は除く)午後１：３０～３：１５（受付は３：００まで）
貸出冊数　一人５冊まで借りられます。
貸出期限　２週間です。
※新しく利用される方は、登録手続きが必要となります。（指定された水曜日）
　住所・氏名を確認できるもの(運転免許証・保険証・身分証明証など)を忘れずにお持ちください。

６５歳以上高齢者の実態調査を実施します

群馬県立下仁田高等学校トレーニングルームの
一般開放のお知らせ

ひとり暮らし世帯およびふたり暮らし世帯の確認�　　　　　　　　　　　　緊急連絡先の確認

災害時における要援護者支援制度の登録（登録は任意）�　　　　　健康状態等についてのアンケート

【問い合わせ】健康課 高齢者支援係８２－２１１１　内線３２７・３２８

問い合せ先　　　　県立下仁田高校　　　q８２-３１２４ 

下仁田高校学校図書館一般開放のご案内
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食育講座「お母さんと一緒に学ぶたべもの教室」開催食育講座「お母さんと一緒に学ぶたべもの教室」開催食育講座「お母さんと一緒に学ぶたべもの教室」開催

シニア教室開催のお知らせシニア教室開催のお知らせシニア教室開催のお知らせ
　地域の皆さんが毎日を元気で、また、地域のコミュニケーションを深める
場として「旧小坂小学校」において年間を通した事業を計画しています。
　健康運動指導士、栄養士のほか、いろんな分野の方を招いて健康や日常
生活に役立つ内容で開催しています。皆様の参加をお待ちしています。
お申し込みは不要ですので、直接会場へお越し下さい。　　　

　町のボランティア団体「食生活改善推進員（愛称　ヘルスメイト）」
の皆さんが親子に簡単なランチ（今回は七夕メニュー）を提供します。
この機会にぜひ子供と楽しく食べることの大切さを学びませんか。

ヘルスメイトはピンクのエプロンが
　トレードマークです

桜餅はみんなで作りました

食後の読み聞かせもあるよ

ボールを使って内側の
筋力アップで足腰の若返り！

（４月１６日の様子）

◆表彰対象者　富岡交通安全協会の会員
◆受 付 期 間　平成２５年６月３日（月）～平成２５年７月１７日（水）までの間とし、その後の申請は受理できません
◆申 請 方 法　●無事故・無違反証明の申請手続きは交通安全協会が代行しますので、免許証、印鑑、６３０円   

　を持参して協会へお出掛けください（また、従来どおり個人で証明書を受け取った方は、受
　付期間内にお持ちください）
　●下仁田町の会員に方については、毎週火曜日に富岡警察署下仁田分庁舎で、免許証の更新

　事務を行っています。ここで表彰の申請もできます。
◆表彰の種類　①銅　　　章（５年以上無事故・無違反）　②銀　　　章（１０年以上無事故・無違反）
　　　　　　　③金　　　章（１５年以上無事故・無違反）　④金 冠 銀 章（２０年以上無事故・無違反）
　　　　　　　⑤金 冠 金 章（３０年以上無事故・無違反）　⑥旭日金冠章（４０年以上無事故・無違反）
◆表　彰　式　平成２５年秋の全国交通安全運動期間中（９月）の予定です。
◆そ　の　他　申請用紙は、富岡交通安全協会に用意してあります。詳細は、富岡交通安全協会へお問い合せ
　　　　　　　ください。（q６３-２４２４）

平成2５年秋の優秀・優良自動車運転者表彰申請について

★日　時
★会　場
★対　象
★内　容

★費　用

★持ち物

★申込先

★申込締切

６月２７日（木）１１時～１３時
保健センター１階　母子保健室
乳幼児とその保護者（先着１５組）
①バランスを考えた幼児食の試食
②子供と一緒にプチ調理体験
③ヘルスメイトからの食育伝達
④参加親子の交流
材料費として　保護者　５００円
　　　　　　　子ども　２５０円
※離乳食の用意は各自でお願いします
あれば親子共に、エプロン、バンダナ、
手ふきタオル等ご用意ください
健康課（保健センター）栄養士まで
q８２-５４９０
６月２０日（木）

【参　加　費】
【 日 程・内 容 】

【会　　　場】
お問い合わせ先

無料
第３回　６月２６日（水）午前１０時～１１時３０分『家庭の節電・省エネ』
※東京電力から毎月届く「電気ご使用量のお知らせ」をご持参ください。
第４回　７月２２日（月）午前１０時～１１時３０分『うまい話に要注意』
旧小坂小学校
健康課　高齢者支援係（内線３２８）まで
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　皆さんが毎日を元気で、「いきいき」と生活でき普段の生活で身についた体のくせをとり、
それぞれの体調に合わせて軽い運動やマッサージを行う事で膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰
と健康な体づくりを目指しましょう。
お申し込みは不要ですので、都合のつく会場へ直接お越し下さい。

【参加費】無料
【会場別日程】※中小坂地区は会場が２５年度より１３区公会堂から旧小坂小学校に変更となります。

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時

公民館３階大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時

東野牧生活改善センター

旧小坂小校舎　１階西教室

北小地区集会所

会　場 開催日 時　間

矢川友愛館

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

１７日（月）

２日（火）

３日（月）

１日（月）

５日（水）

７日（水）

２８日（金）

２６日（金）

２５日（火）

２３日（火）

健康運動指導士

管理栄養士

健康運動指導士

管理栄養士

健康運動指導士

管理栄養士

健康運動指導士

管理栄養士

健康運動指導士

管理栄養士

健康運動指導士

管理栄養士

７日（金）

５日（金）

２０日（木）

１８日（木）

２１日（金）

１０日（水）

６日（木）

４日（木）

１９日（水）

１７日（水）

２６日（水）

１６日（火）

２７日（木）

２５日（木）

１８日（火）

９日（火）

２４日（月）

２２日（月）

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時午前１０時～１２時

健康運動指導士

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

■お問い合わせ先：下仁田町役場　健康課　高齢者支援係（内線３２８）まで

６月

７月

６月

７月

６月

８月

６月

７月

６月

７月

６月

７月

６月

７月

６月

７月

６月

７月

６月

７月

６月

７月

６月

７月

６月

７月

６月

７月

平成２５年度下仁田町介護予防事業 ～いきいき健康教室～

健康運動指導士

健康運動指導士

＊いきいき健康教室では、参加者を募集しています。

管理栄養士
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６～７月　健康カレンダー

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３歳６か月児

３ 歳 児

平成２４年１１月～１２月生まれ

平成２４年８月～９月生まれ

H２４年５月～６月生まれ

H２３年１１月～１２月生まれ

H２３年５月～６月生まれ

H２２年１１月～１２月生まれ

H２１年１１月～１２月生まれ

H２２年５月～６月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

日にち 時間（受付） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人
午前８時３０分～
　　　　午後５時

０６月２４日（月）

６月１１日（火）
７月１９日（火）

７月２６日（金）

月～金曜日

０６月１４日（金） 午後３時から予約制

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布するアンケ
ートと尿

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防相談、家族計画・授
乳相談、育児相談、離乳食相
談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防相談・希
望者にフッ素塗布、食生活相
談と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相談、
血圧測定、育児相談、授乳相談、
むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦
健康診査受診票発行・健康
相談

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をして
　ください。

☆予防接種は個別に通知いたします。� 会場・問い合わせ先　保健センター　�８２-５４９０

不安、不眠、認知症、アル
コール依存、ひきこもり、
暴力、その他、さまざまな
こころの悩みや病気をも
つ本人やその家族など

富岡保健福祉事務所　６～７月

「ふるさと下仁田応援寄附金」の報告のお詫びと訂正

●エイズ相談（予約制）
　日　時　月曜日（要確認）　午後１時～２時
　内　容　血液検査・健康相談など（匿名で受けられます）
　会　場　富岡合同庁舎
　担当者　医師、保健師
　申込先　富岡保健福祉事務所　保健係　 �６２－１５４１

●精神保健福祉相談（予約制）
　日　時　６月６日（木）７月１１日（木）　午後１時～３時
　対　象　不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
　　　　　さまざまなこころの悩みや病気をもつ本人又はその家族など
　会　場　富岡合同庁舎
　担当者　精神科医師、保健師
　申込先　富岡保健福祉事務所　保健係　�６２-１５４１

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２５年２月～３月生まれ

　５月号の広報で「ふるさと下仁田応援寄附金」の平成２４年度実績を１４件で合計額２，１８４，１００円と報告しま
したが、その後新たに納付があり、最終的には１５名の団体及び個人の方々から合計額３，１８４，１００円をご寄附
いただきました。
　訂正して報告させていただきます。
　なお、この１名については以下のとおり公表させていただきます。

氏　　　　　名

富田　純明 東京都世田谷区 １,０００,０００

住　　　　　所 金　額(単位：円)

問合せ先　下仁田町役場会計課　�０２７４-８２-２１１１（内線４０１）　FAX０２７４-８２-５７６６　
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人口
　男
　女
世帯

（　  6）
（　  2）
（　08）
（　06）

ー

＋

ー

＋

（　）内は前月比

8,797人
4,334人
4,463人

3,513世帯

転入  30人  /  出生0  3人
転出  29人  /  死亡010人

おめでた

私たちの町

（5月1日現在）

（4月中）

おくやみ

ごめいふくをおいのりします

岩　崎　仁　作　（と　も）　土谷沢
安　藤　一太郎　（美佐江）　市ノ萱
小河原　ゑ　い　（　修　）　東　町
佐　藤　江理子　（　茂　）　中小坂
岩　崎　あ　き　（れい子）　土谷沢
田　村　榮　司　（清　江）　栗　山
廣　澤　幸　治　（　敦　）　横　間
佐　藤　光　宏　（はる子）　大桑原
齋　藤　保　夫　（芳　明）　上小坂

地　区（届出人）死　亡　者

ご出産おめでとう

あさ　　ひ

しん　　ぺい

大　賀　ひなの     （雄一郎・こずえ）　下　町

佐　藤　朝　日　（孝　行・美奈子）　大　東

佐　藤　心　平　（慶　博・かおり）　下　町

地　区（保護者）出　生　児

月

6

の

納

税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※�

納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の

な
い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

６
月
２９
日（
土
）・
３０
日（
日
）

６
月
２７
日
（
木
）
で
す
。

５
月
末
日
ま
で
に
、
役
場
へ
請
求

書
等
を
提
出
さ
れ
た
分
で
す
。

請
求
書
の
宛
名
は
「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
３０
日
（
火
）
で
す
。

請
求
書
等
は
、６
月
末
日
ま
で
に

役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税（
第
１
期
）

納
期
限
は
７
月
１
日（
月
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

6
月
の
支
払
日

7
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
は
会
計
課
で
納
付

で
き
ま
す

　
５
月
末
日
が
納
期
限
で
し
た
が
、

８
月
上
旬
頃
ま
で
役
場
会
計
課

で
も
納
付
で
き
ま
す
。

ま
た
、不
動
産
取
得
税
等
他
の
県

税
も
納
付
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
利
用
下
さ
い
。

〒３７０-２６０３ 群馬県甘楽郡下仁田町大字馬山２４９５-１

有料広告

お気軽に
お電話下さい

0274-60-3061

複合型介護施設複合型介護施設

介護職員募集  未経験者大歓迎!! 未経験者大歓迎!! 未経験者大歓迎!!

長期入居・ディサービス・訪問介護・
ショートスティが1ヶ所で利用できます
長期入居・ディサービス・訪問介護・
ショートスティが1ヶ所で利用できます

平成２５年５月

ご入居・ご利用説明会を
随時開催中�

ご入居・ご利用説明会を
随時開催中�

平成２５年５月増床
高齢者専用住宅

グループホーム

小規模多機能ホーム

高齢者専用住宅

ご結婚おめでとう
4月届出分〈敬称略〉

小須田　貴　大　　（東　町）
佐　藤　尚　美　　（吉　崎）

地　区氏　名

{

有料広告募集!!
お問い合せ：下仁田町役場　総務課　q８２-２１１１
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